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1．　 は じめ に

　東京都の 金龍 μ」浅草寺は 、 628 年に本 尊示 現 日

され 、
1649 年に本 堂が建 立 された東京最古 の 寺

院で ある。第二 次世界大 戦で 本堂 をは じめ 多 くの

建物が 消失 した が 、「二 天 門」 と隣接す る 「浅草

神 社」 （図 1 ） だ けは火災 をまぬ がれ 重要 文化 財

に 指定 された。2007 年 か ら環 境色 彩研 究会 で は 、

浅草観音裏の ま ち づ く り調査 を行い 、 浅草寺 を 中

心 とした諸堂の 色 彩調 査を行 っ た。そ の 結果、伝

統的材料 と合成樹脂 に よ る塗料が 混在 し て お り、
「朱」 も多 くの 種 類の もの が 混在 し て い る こ と を

確 認 した。

　本調査で は、社寺の 「朱」 に着 目し、色彩や塗

材 の 種類 に つ い て 、現地調 査や重要文化財 に関す

る調査報告書か ら検証 を行 っ た。調査 にあた っ て

は、工 学院大学、 日本 建築仕 上学会 、NHK 広 島

放送局、さわの 道玄、大成建設、清水建設、三和

工 務店 、
ア ポ ロ 工 芸社 、 鉛

一
化学 、

INAX よ り資料

提供や協力 をい た だ い た。

2． 調査方法

  調査期間

　 2007 年 6 月 上旬 か ら 2009 年 2E 下 旬

  調査対象

「浅草 寺」 を主 と し、「根津神 社 （東京 ）」 「神 田

神 社 （東京） 「崇福 寺 （長崎）」 「香椎宮 （福 岡）」

「箱根神社 （神奈川）」 な ど との 比 較 を行 っ た a

  色彩測定

　測色 は 、（社）日本塗料工 業会発行 「2009 年 C

版及 び D 版　塗料用標準色」 「JPMA 景観色標準体

系
一
低彩度編」 を用 い た 。 測色 は 、 午前 9 時か ら

午後 2 時 ま で の 時間帯 と し、表 1 の調 査 シ ー トに

図 2 で お こ な っ た 視感測色 ・接触型測色の 結果 を

記録 し た。また朱 の 劣化 に関す る要素 を図 3 に示

す。

  仕上材料 と工 法

　建物 の 構 造や使 用材料 な どを種別 に調査 した 。
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図 1　 浅 草 神 社 図 2　 「朱 」 の 測 色

図 3 ． 朱 の 劣化の フ ィ ッ シ ュ ボ
ー

ン

3．　 調査結 果

3−1重要文化財 と一般建築の 朱の 測色比較

　表 2 よ り、重要文化財諸堂 に施 された 「朱」は、

色相 ： 5R〜2，5YR、明度 ：3〜7、彩度 ： 3〜 14 の 範

囲 の も の が 採用 され て い た 。
こ れ に対 し 、 重要文

化財 に登録 され て い ない
一

般建築 に属 す る 「朱 」

は 、色相 ：5R〜10R、明度 ； 3〜5、彩度 ：3〜 14 の

範囲 に分布 し て い る こ とを確認 した 。

3−2各諸堂の 修復 と改修塗装 の 文献調査

　本件調査 に お い て は 、
「国 宝な らび に重 要文化

財建造物の 修理 総合報告書」 を 工学院大学後藤教

授研究 室の もとで調 べ
、 浅草寺事務局 、

工 事 を担

一
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当 して い る清水建設 に調査協力 をい ただい た。

　浅草神 社は木 造の 権現造 りで 、昭和 36 年 よ り

行わ れ た 社殿 保存修理 工 事記録 よ り抜粋す る と、

塗装工 事は昭和 37 年 6A よ り始ま り昭和 38 年 5

月 に終了 。漆塗 りの 全工 程 は、25 工 程 もあ り、仕

上 塗 りは で きる だ け木 目に添 っ て 塗 り上 げ られ、

湿 度 の 高い 雨天 時 を選 ん で塗 装 をお こ な っ た と

記 載 され て い る。そ の 中で も、下地 塗 りは 強 く表

面を研 ぐ事 を避 け、塗面 の 光沢 を失わぬ よ うに油

気 を と りさ りなが ら、突起物 を削 り落す程度に抑

えた。また色別 は 「弁柄 漆」 とあ っ た 。

　 明 治 時代 に 全 国の 国宝 の 指 定 調査 を行 っ た 東

京藝術大 学の 六角紫水教授の 現地 メ モ が 2008 年

に な っ て 発 見 され 、 昭和 37 年 の 「国宝厳 島神社」

の 修復 工 事 に お い て 、六 角紫水が 調合 した 朱塗 り

は、丹十 ・紅殻
一 ・胡粉二 の 割合で記 され て い た 。

こ の 比 率が 、容積比 率か重量比 率か を確 認す るた

め に 、 京 都の 重要 文化財 の 修復や復元 を多 く手が

け る 工 房 の 「さわ の 道玄」 を訪 ね 、NHK の 協力

を得 て 再 現実験 をおこ な っ た と こ ろ、容積比 率で

あ る こ とが確認 で き た。丹 とは鉛丹 、紅殻 は酸化

鉄 の 弁柄 、 胡粉は 貝殻を焼い て 粉に加 工 。

　都心部 で は 、都 市防災 の た め に規制が ある 。

1）天明 2 年 に造 営 され た 「神 田神社本殿 （東京 ）」

は 、 か つ て は木造 で権現造 ・総朱漆 塗で あっ た が 、

昭 和 9 年 に鉄 骨鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト 、 総朱漆塗 り の

社殿 と して再建 され た。建築基準法 の 大規模木造

建築 が 防 災 の 面 か ら規制 を受 けて鉄 筋 コ ン ク リ

ー
ト造 に 指導され た こ とに よる 。

2 ） 「浅 草寺 旧本 堂」 は、創 建 当時は 木造 、本瓦

葺 の 入母屋 造 りで あ っ た が 、 戦争で 焼失 し 、 現本

堂 は鉄 筋 コ ン ク リ
ー

トの 本 瓦葺 とな り、昭和 33

年 10 月 に本 堂 の 塗替 工 事が 完成 した。昭和 60 年

の 本 堂 内部 の 塗替 にお い て 合 成樹脂 塗装に な っ

た。

3−2文化財登録の有無に よる塗 りの 違 い

・文化財登録 され て い る建造物 の 多くは、木造の

下 地 の 上 に 「朱丹 塗 り」 で 、修復方法 も伝統的手

法 を用い て い る諸堂が多か っ た e

・浅 草寺 の 境 内の 文化財 登録 されて い な い 建築物

で は 、鉄 筋 コ ン ク リー ト造、鉄骨鉄 筋 コ ン ク リー

ト造 、 鉄 骨造が多 く存在 し、こ れ らは合成樹脂製

の 塗装 が主流で あ るこ とが 明 らか とな っ た 。

3−3伝統 的な 「朱 」 の仕上 げ

　 図 5 よ り 「弁柄 」 は 、酸化第二 鉄 の 焼成温 度 の

違 い で 色調 に変化が 生 じ 、 混在する顔料の 種類や

量 、添加剤な ど に よ っ て も色調 に影響 が 生 じる。
・重要文化財 の 指定外 の 建 造物の 塗装 に 「朱色」

を用い る際に は 、 調査 の 結果 、顔料指定な どの 指

示 は な く、日本塗料工 業会等 の 色見本で の 番 号指

定 に し た が っ て お り、基 準 は認 め られ な か っ た 。
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表 2 伝統建築の 朱 とマ ン セ ル 数値（近似）

図 5　弁柄 の 焼成温度 と色彩

4．　 ま とめ

　以上 の 「朱 」 に 関す る調査 結果 を ま とめ る と、

1 ）重要文化財登録 されて い る社 寺建築 は伝統的

な塗装材 料 を使用 す る こ とか ら YR 系 に寄 っ た

「朱」 が 多い こ とが認 め られ た 。

2 ） 「丹 塗 り」 仕上 げは 、褪 色や劣化や チ ョ
ーキ

ン グに よ る 白華や木 部の 劣化 に よ る 黒ずみ な ど、

明度 と彩度 の 双方 に色 差が大 き い
。

3 ）
一

般 の 社寺建築で は 、合成樹脂 塗装を用い で

お り、マ ン セ ル 数値や色番号で 統
一

した とこ ろも

あ っ たが
、 建 築の 設計者の 独 自の 感性で 「朱」 を

設 定 されて い る諸堂 もあ っ た 。

4 ）合成樹脂塗装に よる 「朱」 の 調査で は、高分

子 が ア ク リル 系樹 脂 か ら高耐候性 の シ リ コ ン 系

樹 脂仕 上 げ時 代 の 変遷 に よ っ て 変化 し て い る こ

とが明 らか に な っ た。
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